
東京、もう一度

2010.09.02

　もう一度参ったあ！東京の繁栄は死角なし。東京の美しい夜を満喫！
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



さよなら東京

2010.09.06

（何日か前に書いたもの。時間ができたのでアップします。）
羽田空港の70ゲート前で、腕時計を見るとまだ出発まで2時間もあった。再び日本に来てから何も書いていなか
ったので、怠慢に任せるのもよくないかと、東京の夢と現実を書き残すことにした。
　人生では三度目の、この1年では二度目の日本。東京についたのは8月31日の午後。快適
なキャビンを出ると懐かしい東京の熱気が襲ってきた。このじめじめとしたとけるような暑さ、ちょっとひるむがなんだか懐かしさも感じる。
　到着はすでに午後。みんなで
お台場の海岸でしばし休憩。さらさらとした砂粒をみんなも感じたのか。第１期生から5期生までに思いをはせる。砂地に足がめり込む感触を感じながら、先輩たちの当時の思
いにもよせて。
　 砂浜で地元の人達と一緒に楽しむ仲間と過ごす時間はとても楽しい。でもあまりの暑さと靴に入ってくる砂に耐えかねて、涼しい木陰に避難を。
　昼食兼夕
飯は近所の中華料理店で。食事もさることながら、食事前に「いただきます」というのが新鮮な感じ。店に入るとまわりは修学旅行の学生だらけでびっくり。でも彼らもこの首
からネームプレートを下げたこの集団を興味深げに眺めていた。とても面白かったのは、国際交流基金日中交流センターの副事務局長の女性が素晴らしい歓迎の言葉を手短に述
べた後、日本人の修学旅行生たちもわけがわからないまま、拍手をしていた。僕たちを歓迎してくれている、というより何か面白そうだから手をたたいたのだろうが、それでも
これも書き残しておこう。中国人も日本人も同じようなことで拍手をするものだなと思った。
　皿の上の食べ物がほとんどなくなりかけたころ、陽も落ちてきた。太陽が沈み
きる前の一瞬の光が雲を照らす風景は美しい。雲が燃えるように真っ赤に染まっていた。夜が訪れる直前のこのつかのまの美しさは、桜や、芥川龍之介、源義経を思い起こさせ
る。
　帰りの車中で、眠気とずっと戦った。ちょっとでも睡魔に負けそうになるとせっかくの東京の夜景を見逃してしまう。日本は本当に不思議な場所だ。何度来ても新しい
発見やおどろき、感動がある。
　北京からここに到着したばかりなので、二つの国の首都の夜景を比べると全く違う。まず、北京のきらびやかさは平面的で、整然としてい
る。対して東京は土地が狭いことがあだになったのか幸いしたのか、立体的な変化に富んでいる。ビルが立ち並び、いろいろなものがまじりあい、きちんと並ぶのをいやがる子
供のようだ。折り重なる陸橋からはいろいろな角度からこの街をながめることができる。一番驚かされることは、もし、カメラを持っている人ならば誰でも全く技術を要せず、
何を撮ってもそれなりの写真が撮れるはずだ。そして、北京の夜はとても賑やかだが、東京は静かだ。音に関するだけではなく、昼間の喧騒と比べてもそれははっきりしてい
る。この静けさはなんだか心をうきうきさせる。この感覚は、まるでオーケストラの演奏会をビデをで鑑賞しているとき、消音キーを押した途端、すべてが静寂に帰ったよう
な、そして画面では相変わらず指揮者は情熱的にタクトを振るい、表情も刻々と変化し、音が聞こえてくるようだ。音楽でこの両都市を表現するならば、北京は典型的な広東の
音楽、東京は聞きなれたベートーベンの第九か。この曲の演奏者は、きらめくネオンたちの巨大楽団だ。高層ビルの上にあるパイロットランプはこの静寂の世界に変化を添えて
いる。
これまで「世界の都市」の名はニューヨークが冠していたが、東京のこのきらびやか差の前にはただ敬服するしかない。ニューヨークは石を連想させられる。ちょっと
息がつまりそうというか。東京はクリスタルの宮殿だ。清冽で、明るく純粋でまばゆい。もし生きている間に東京を見に行く機会がなかったら、この控えめな人類が作り出した
きらめきを目にすることはできないだろう。これが奇跡でないというなら、何を奇跡といえばいいのか。
窓の外に東京タワーがそびえている。「スカイツリー」にその座を明
け渡す前のカーテンコールのようで感動させられた。
東京、この世界最大の都市、自分はこの都市のどこに居場所を見つけていくのか。だから何にも染まらず、すべての場所
にこのきらめきがいきわたっている。
ここは今回の旅程の通過点に過ぎない。すぐにまた飛行機でまだ見知らぬ土地の四国へ旅立つのだ。この美しい町とはすぐにおわかれし
なければならない。さようなら、東京。またいつか会える日まで。

邢 羽綸さんの日記



香川、どんなところ？

2010.09.06

話せば恥ずかしいかもしれんな。ここに着いてからすでに何日間も経っているけど、この土地についての日記は初めてなんだからね。
　一昨日、飛行機から降りたら、東京に
ぜんぜん負けない暑さがかかってまいった。前には「四国の地は夏でもそんなに暑くない」と聞いたけど、たぶんうそじゃ。。。
　そういっても香川県というところは案外き
れいだった。眩しいほどの緑に染まられた田んぼは目の見えないところまで続いていった。家屋はみんな小さかったけど、日本らしい感じがして、私の好きなタイプだった。そ
して高さの変化が豊かな山々はこのすべての美景の完璧なる背景となった。田舎というのも、特有な魅力があるだろう。
　それからは学校のやさしい先生の車に乗って、ホス
トファミリーの皆さんが待っていた場所に迎えた。そして豪華な夕食を一緒に食べて。瀬戸内海はすぐ目の前だから、海の幸は最高！そしてあの全国有名なうどんも食べた。う
わさに違わぬおいしさだった。
　そして昨日はおばあちゃんと中二の弟と一緒に学校のある丸亀市に行って制服と体操服の注文を出した。私立学校って、制服も学費もたか
い！！昼ごはんとしてラーメン食べた。やっぱり日本料理ってどうほめても過言ではあるまい！それより、ばあちゃんも弟も本当にやさしいもん！こんなにやさしい家族がいれ
ば何でも安心や。決して楽しい一年間
　そして今日は朝早くおきて、学校に言って校長先生に挨拶しにいった。こんな優秀な進学校の先生って、きっと頑固で厳しい方だろう
と、前から心配していた。しかし先生の親切な顔を見てほっとした。
　そういえば、すごおおくいい学校じゃな！みんなのまじめな顔は私の出身校よりも上だと思う。これ
は、本当に、勉強ができるところだ。３０人ぐらいのクラスに東大に行ける人が１０人以上だというわけ！？また東大が嫌いという原因でいけるとしても別の学校を選んだ
と！？どんなところであろう。。。想像できないやん。
　明日には最後の休みの日となる。あさってからは学校の生活がはじまる。最後の暇を享受し、それで全力でいくぞ！
暴れるぜ！！！
　
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



一週間目

2010.09.12

　この一週間はホンマに忙しかった！やはり最初のころは多少なれてないところがあり、毎日ちょっとしんどかったのである。ゆえに、文章なんか書く時間もあまりない。さあ
て、今から自分の一週間について話をしよう！
　まず言わなきゃなれんのことは、この学校は本当めっちゃにいい！もちろん、いろいろな規定も大変多い。たぶんぼくのよう
に毎日学校の規則について文句を言っている東北育才の皆様も、もしかしてここの規定を見たら自分が実に自由なんだと思うようになる。これは、ぜんぜん誇張していない話な
んだよ！生徒手帳に載っている校則には、たぶんみんなを驚かせるものがすごく多いと思う。では、その中の一番ひどいのをみんなに紹介するぞ！ええか？それは、「中学生が
学校の近くにコンビニと自動販売機で飲み物を買うこと、それにそれを飲むことは一切禁止」ということ。厳しいでしょう。なぜかというと、学生が飲み物の缶を持って歩きな
がら飲むことは行儀が悪いと考えられている。これは本当にびっくりしたよ。
　しかし、正直いえば、やっぱり厳しいルールも利点がある。ここの学生はみんな予想以外にま
じめな子ばっかり。ものすごく短い休憩の時間も、ほとんど勉強に使われている。それに、昼休みは２５分間しかない。ありえない。そこは実に感服した。私はこういう点で
は、比べにはならぬ。
　そしてみんなは勉強しかできない生徒ではない。勉強するときにはちゃんと勉強し、学校の行事やいろいろな活動にも活躍する、というのはこの人々
の特徴なんだ。それは、いっそう目覚しいと思う。それに、何をしようと思ったらぜひそれを完璧にするというのも大変勉強に値することだと思う。体育祭の出演するバサラ
（伝統的なダンスの一種類、運動量が大変多い）をクーラが全然ない体育館の中で一時間も練習して、全然文句を言わないし、関係ない話もまったくしないで、練習だけに夢中
のこの生徒たち。または音楽の授業で先生がそばにいなくても自分で合唱の練習ができるこの生徒たち。運動会のすべての道具を自分で作るこの生徒たち、将来は必ず何かがで
きるであろう。
　ここの生徒たちはみんな親切なんだ。友達をいっぱいつくって、本当にうれしかった。自分の考えと多くの共通点を持っているこの人々と交流することは、
楽しい。この山がたくさんあり、瀬戸内海がすぐそばにあるこのきれいなところですごすこの一年間は、いっそう美しく見える。
　もうすぐ体育祭だ。ここの体育祭って、聖
火台もあることには本当にびっくりした。先日私もそれを作るために木を切った。
　今唯一の悩みは、国語の勉強なんだ。今は枕草子を勉強しているが、先生が早口で授業は
まったくわからなかった。それに自分は基礎ができてないからとても難しい。しかしこれから自分ができる程度でよくがんばっていこうと思う。
　
　
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



鳥取

2010.09.20

　昨日は朝早くから夜遅くまで家族と旅行した。大変しんどかったが、楽しかった。
　朝７時２６分の電車に乗って宇多津に向かって出発した。そこで旅行団のみんなと会合
し、バスで鳥取県に向かった。今回の目的は、鳥取砂丘とそこにある「砂の美術館」であった。
　日本を縦に貫いた旅だから、もともとかなり時間がかかる。そして渋滞のせ
いで、予定よりずっと遅く着いた。車の中の時間はずっと寝ていた状態で過ごした。
　やっと着いたときにはもう午後１時過ぎになった。食事の時間と見学の時間は合わせて
も少しだけであった。だから、すべての行動は急がなければならなかった。
　昼ごはんは予想以外にうまかった。近くにある日本海から捕らえた海産物がいっぱい並んでい
た。焼いて食べた帆立貝、蜆、それにえびは疲れた精神をすぐに回復させる魔力を持っていた。たとえ食べなくても、その香りと色だけを体験することも十分幸せの感じをもた
らせるものであった。
　そして言わなければならないのは、あの怪獣のような大きさを持った蟹であった。実に、食べたのは蟹のペンチと足だけだったけど、その恐ろしいほ
どのでかさで体の様子を想像できた。
　しかし以上は最大の収穫ではなかった。皿にはまた何匹かのえびが置いてあった。色は赤かったから、煮たものだと思ったら、実には
生だと発見した。ばあちゃんによると、それは「桜えび」といって、本来その色であった。食べてみたら、その肉のおいしさにびっくりした。しかも中には卵もいっぱい入って
た。口に入れたときの感覚は、言葉で伝えられなく不思議であった。しかし、そのえびもかわいそうと思った。その色では、たぶんよその品種のえびに笑われるでしょ。
　残
念ながら、そんなに豪華な料理も、ゆっくりに食べる時間がなかった。迅速にすべてを一掃し、砂の美術館に向かった。
　砂の美術館とは、砂でできた彫刻を展覧する場所で
あった。その中の作品は、世界各国の芸術者が作ったものであった。展覧のテーマはずっと変化しているから、常に見に行くに値するところなんだ。このごろのテーマは、「ア
フリカ大陸」となっている。
　作品は、人を驚かせるほどの美しさであった。この世で一番はかなく見える砂を生き生きとしている様子にしたのは、まさにマジックであっ
た。ただし、砂と水、それに汗以外の材料は一切なし。のりとかは全然使われていなかった。この人々はもしかして「ナルト」の中の我愛羅のような砂を自由に操れる能力を持
っているのか。やっぱり人間の力は限界がない。あきらめない心さえ持っていれば、できぬこともできる。その芸術品の作者が砂の上に身をかがめて汗まみれになっている情景
を想像すれば、ものすごく震撼された。砂、その世界で一番沈黙しているものは彼らの手元で生命をもらった。
　中でもっともびっくりしたのはその細かいところまで完璧に
できていることだった。動物たちの目の様子は、まるで日本の漫画のように透明であった。それに、冒険者の乗っている車の窓に、ワイパーが拭いたところの効果まで出来上が
った。本当に先日雨が降ったように見えた。それは、必ず作者の鬼神のような想像力から現れた雨の滴であったな。
　砂の美術館から出てきて、すぐ砂丘に向かった。元には
「ただ全部砂であろう、どこが面白いのか」と思っていたら、見た瞬間には体が震えるほどの衝撃を体験した。向こうに海があるんだからといって、決して砂浜だとはいえな
い。あの感じはまさに砂漠のようであった。日本海に負けたくない、砂の海であった。靴を脱いで、足で砂丘に挨拶した。太陽の下で、ものすごく熱情を持っている砂であっ
た。最初には火傷になるほどの感じであった。
　その後には岡山県のひとつの温泉に行った。一日中の忙しさの後、すばらしいリラックスとなった。
　
　
　
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



八朔祭り

2010.09.20

　今日はあの有名な八朔人形祭りに行った。人形で歴史の物語とか伝説を語る作品がたくさんそろっているところであった。日本の歴史に対して深い興味を持っている私にとっ
てはこの上にない楽しさであった。
　予想と違って、人形たちが演じた歴史の名場面はほとんど源平と幕末のことであった。一番よく語られている戦国時代の物語は逆に少な
かった。
　大河ドラマの「竜馬伝」のおかげでなのか、坂本竜馬についてのものが多かった。竜馬とお母さんの絆、竜馬が脱藩する道、それに竜馬と妻のお竜との新婚旅行
（日本初の新婚旅行）など、いろいろあった。
　しかし一番印象が深かったのはあの「義経八艘跳び」という作品であった。屋島合戦が終わった後、壇ノ浦というところで源
平最終の決戦にあったことである。平家の勇将の能登守教経という人が源氏の大将であった義経を狙って平家の船から義経の船に跳んできた。こういう奇襲の前に、鬼神の義経
も逃げるしかなかった。問題は彼の逃げた方法であった。次々と八艘の船に跳び逃げたと言われている。さすがは「鎌倉の軍神」義経であって、逃げることも神話になった。こ
こで思い出したのは、平家物語のあの名句であった：「祇園精舎の鐘の声、諸行無常の響きあり；沙羅双樹の花の色、盛者必衰のことわりをあらはす。奢れる者も久からず、た
だ春の夜の夢の如し；猛き者もついには滅びぬ、偏に風の前の塵に同じ。」これは自分が大好きな文なんだ。その場所で感想がいっそう鮮明であった。歴史はやはり一つ一つの
偶然で作られた。もしもあの時の義経が少しだけ遅かったら、あるいは一歩間違えたら、必ず敵に討たれた。ならば歴史は今の様子ではないと決まっているであろう。しかし彼
の命運の錬はなぜなら壊れなかった。考えれば数えられない戦に参加した彼がそのすべてを無事で通った可能性はゼロに近いでしょ。一時の油断、暗闇から来たひとつの矢、何
でも一瞬に彼を散らせた。しかし彼はそのすべてを生き残った。義経が実に英雄に間違いあるまい。しかし、彼は一方幸運者でもある。彼をずっと守っていたのは、いわゆる天
命そのもか。これが「諸行無常」というものか。敵であった勇者たちがすべて破れて、時代の潮に飲み込まれ、暁のごろに永遠にとまった。そこで義経というものの身に照らし
たのは、新たな時期の曙光であった。
　というと、源義経という人を覚えるだけでなく、彼をもう少しで討ち取れた能登守教経のようなものも覚えるべきではないか。
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



体育祭

2010.10.03

　一ヶ月間の準備の後、僕らの体育祭はやっと昨日に成功に行われた。僕のクラスは見事に優勝した。
　実に運動会でなく、みんな全員楽しめる祭りのようなものであった。
公式的な項目が少なく、ほとんどみんなで参加するゲームだった。そして、「項目」のかわりに、「プログラム」で呼ぶことからその総体の雰囲気がわかる。
　４００メート
ルリレーとかスウェーデンリレーのほか、騎馬戦、縄跳び、ムカデ競争そして玉いれなど、面白い項目がいっぱいはいってた。そして、われら高校生のバサラ演舞、中学男子の
組立て体操と女子のダンスはどれでもすばらしかった。しんどかったけど、ものすごく楽しい一日だった。
　しかしこの体育祭に一番関心したのは本番ではなく、ずっと前か
らやってきた準備の仕事であった。
　僕の学校の体育祭は、高校一年生が中心に行われる。ここの体育祭は向こうの学校と違って、先生の役割はただ学生に総体の指示をす
る。すべての準備は、学生たちがやる。つまり、体育祭の運営の責任は、われら高校一年生が担うことになった。
　入場門、退場門、それに聖火台は全部われらが設計し、自
分の手で作ったものである。模様を考えること、、絵を描くこと、ペイントすること、そして大工をすることなど、全部自分でやった。そして驚かせるほどの美しさは、プロに
も負けない。一番驚いたのは、会場に使う花火の設置も生徒たちが方法を考えて実行したのであった。もしも自分が最初から作業に参加したことでなければ、どうしてもそれが
勉強がこんなに忙しい高校生が作ったものであることは信じられん。
　一番忙しかった高校一年生の人々は、全校の予行のほか、３回もシミュレーションを行った。みんなは
最初から最後まで文句をちっとも言わなかった。自分の役割を果たすために力を尽くしたに間違いあるまい。このまじめさにはこの上なく感動された。
　昨日体育祭を見に行
ったばあちゃんは、係員は仕事をすばらしく完成したしたとほめた。そんな話を聞いて自分は「当たり前だ」といわんばかりであった。その「風林火山」のような動きの後ろに
は、これをいい体育祭にするためんがため、みんなの汗と知恵が支持していたのであるから。この行事に参加できることは、まことに光栄の極みであった。
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



中間テスト

2010.10.23

　中間テストが終わった。わが人生は暗くなった。
　最初のショックは数学であった。もともと感じがまあまあよかった数学IIなのに、解答を見たら唖然とした。。。もともと
は簡単なものだったのに、いっぱい間違えて。。。数学Bはまだ帰ってきてないけど、結果を考えたくもないほど悪かった。それは本当にできなかった分野にあった。平面ベク
トルは勉強したことあるけど、角度も違うし、もうだいぶ忘れたと思う。そして問題を解くのもめっちゃ遅くて。。。この前には自信持ってたけど、やはりがんばらなきゃ。
　
そして理科も完全に災難であった。物理はまだわからないけど、化学の点数を見たときは本当にびっくりした。もともとできる問題もいっぱい間違えたし、日本語の物質の名前
もわからなくて、大変だった。。。
　英語も取るべきの点数取れなかった。。。　
　国語も申す必要がない。ただ漢文に希望はまだある。ほかの部分は。。。
　今の自分を見
ると、本当に自信が出せないな。。。どうしよう。。。こんな悪い点数を取ったのは生まれてから初めて！
　今の自分は、ただそういう状態にいない！どうしてこうなってい
るのかかわからない。しかし本当にがんばらないといけない。まずは勉強の重心を調整する必要がある。ずっと漢文と古文やっていて、ほかの教科にあまり力を入れてないか
も。これからはちょっとそれをほっといて、時間があればだけやるようにする。
　じゃあ、ここまでにする。また泣きにいく。。。。
　
　
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



高松

2010.10.29

　先週の週末に、ばあちゃんと弟と一緒に高松に遊びに行った。　
　着いたときはもう昼だったから、まずはサンポートビルの三十階ですごく豪華なフランス料理を食べた。
料理はすばらしかったけど、より深い印象を残ったのは高いところから見えた高松市であった。海のすぐ近くにいたから、人類文明の高度発展された秩序ある美とそのそばの瀬
戸内海の原始でありながらやさしい美を同時に享受できた。
　昼食は楽しかったから、あまり時間に注意せずに食べていて、ビルから出て時計を見たらちょっとびっくりし
た。そしてあわててテクシーに乗って今回の主な目的の栗林公園に向かった。
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



十一月の京都

2010.11.14

　やっと週末になって、日記を書く暇があるようになった！さあ、これで先週末の京都旅行について書くことにしよう。
　今回の旅はずっとずっと前から計画を立てた。先週
の実行まで、本当に楽しみにしてた。
　見所いっぱいの京都だが、僕も弟も土曜日でも学校いかなくてはならないので、日曜日の日帰りにしなきゃならんかった。なので、朝
５時半の特急列車に乗って岡山まで行き、そこで新幹線に乗り換えた。こんなに急いでいたのは、限られている時間の中でできるだけ多くの名所を見ようと思っていたのであ
る。
　京都では、すでにタクシー運転手さんのあるおじいさんが待っていた。彼は、一日中俺たちを連れてあちこちを見て、紹介してくれた。（実に、ばあちゃんはもう２０
何回京都に行ったことがあり、もうどこでも詳しいようになったので、紹介なんかはいらなかった。だといって、あのおじいさんにはすごい感謝の気持ちを持っている。）
　
行く時は少し早すぎて、もみじは思ったほど多くなかった。けど、赤い、黄色いまたは緑の葉っぱが互いに色美しく、変化豊かに映しているのも、初秋という臨界なる時期だけ
の醍醐味であろうと。
　続いては各場所の感想である。まとめて書けばぐちゃぐちゃになると思うから、分かれて書こうと思ってる。ぜひウザく思わず、最後まで楽しんでく
ださいませ！
　
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



京都観光１：金閣寺

2010.11.14

　最初の目的地は、言うまでもなく、あの名所の中の名所、ピークの中のピークの金閣寺であった。京都といえばすぐ目に浮かんだのは、やはりずっとこの金閣であった。
　
三年前には一度母と一緒に金閣寺を訪れたことがあった。あのころまだ日本文化に対して無知であった僕でありながら、すごく深く感動された。だから今回の旅行計画を見てい
たとき、金閣寺という名前を見たとき、全然「もう行ったことあるのに」とかの気持ちがなく、逆に一度目行ったとき以上の楽しみにしていた。
　金閣寺は、実に骨まで歴史
と文化が染みたのである。しかし、そういう誇りを持って頑固でいるのではなく、本当に近づきやすいという親切感を与えるのであった。
　あのこの上もっと有名になれない
建物を再び見たときは、最初と同じく鳥肌が立つように震撼された。二、三階の金はここでまったく俗っぽく見えなく、一階の木製結構と完璧にあわせるだけでなく、周りの自
然と一緒に立っていても、少しでも違和感が感じられなかった。まさに、頂上に至る芸術価値はこのお寺に生命を与えたような感じがした。陸上にある金閣、または水の中のも
うひとつの金閣に、どんな硬くつめたい心でも一瞬に溶けるだろう。
　急に、ばあちゃんは運転手さんに、「そのお寺のそばは回ってもいいというこどだったね」と言った。
そこで運転手さんから否定な答えを受けたら、「へえ、前回来たときは大丈夫だったのに。。。」といえば、「前回来たのはいつだったんでしょうか」と聞かれた。「そういえ
ば三十年前かなあ。。」と。みんなが笑い出した。多分自分でもおかしいと思っているであろう、ばあちゃんも笑った。
　僕は三島由紀夫さんの名作＜金閣寺＞を読んだこと
がなくて、この金閣の美を専門家のような目で味わえないかもしれない。もし本当にこのお寺が本に書いてあったように焼かれたら、世の中の人間はみんな必ず残念に思うに間
違いない。しかしそういう時、沈黙している金閣の心のなかは、いったいどんな思想が流れるか、僕にはわからない。悲しいなのか、あるいは、おかしいことに、うれしいなの
か。
　
　
　
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



京都旅行２：銀閣寺

2010.11.14

　金閣寺から出たら、続いては銀閣寺に向かった。
　言えば恥ずかしいかもしれないけど、僕はこの前に「銀閣寺」というところもあるというのはあまり聞いたこともない。
しかし行ってみたら「やはり来てよかった」というように思っていた。
　まず言わなければならないのは、お寺に向かうときの通り道であった。道両辺のブッシュに覗いた
ら、うれしいことに竹の森が見えた。
　建物はその名以上に地味であったが、庭はものすごく美しかった。灰色の砂でできた造型から、庭を造った人の工夫が充分感じられ
た。
　山に登って見た景色も、超きれいだった。
　銀閣寺は、もっと有名になれるべきだと思っていた。
　
　
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



京都観光３：南禅寺

2010.11.14

　次の目的地は、南禅寺であった。
　印象が深かったのは、あそこの庭園だった。
　前回は高松にある栗林公園について長い日記を書いたけど、残念なことに、よくも消えて
くれた！（狂うほどのショックだった）。栗林の建造形式は「池泉回遊式庭園」だそうだ（正直、前には聞いたことがない）、今回の南禅寺の庭園にはもっと有名な「枯山水
式」があった。
　枯山水については、中国にいたとき、学校の中村先生が紹介してくれた。そのとき挙げた例は竜安寺だった。今回自分の目で「枯山水」を鑑賞できるのは、
本当にうれしかった。
　廊下は、いくつかの別々の庭をつながっていた。中の一つに入ると、みんながほんまに黙って、呆然としてじっと欄干の向こうの庭を見ていた。（聞
いたとおりの雰囲気だった。）
　そして、僕らも腰を下ろして、庭に向いていた。
　直前までずっとざわざわしていた僕にとって、一見には「失望」そのものに間違いなかっ
た。「ただ元気がない木何本か、普通の石何個、そして大量の砂だけではないか」のような感覚だった。しかし完全に心を休ませると、すぐその木、石と砂に隠された妙味が味
わえるようになった。少し蒼白いかもしれないけど、その感覚を言葉にすると、「平静」そのものだった。その木と石とかの位置関係、そして後ろの建物との調和には、芸術の
感じが湧き出している。枯山水の庭の砂は、水というイメージをつくろうとするものだと、聞いたこともあるが。あの時本当に、波の音が聞こえたような感覚だった。
　もう
ひとつの庭には、石とそばの砂が波紋の模様に作られたと発見して、用心の細かさに感動された。
　心境を変えれば、身の回りの景色も変わる。この庭を「禅」の味が充満し
ていたようだ。
　そしてほかの風格の庭をもいっぱい見た。すべてが完璧すぎる。木々の葉っぱはある葉にはありえない奇妙なピンク色になった。それは花ではないと、自分
に何度も言ったが、自分が信じられなかった。小さい、黄色いは花たちは、負けずに風の中にゆれていた。そして石板でできた小道は、雨にそして落葉と散った花にぬれてい
た。ある水槽のような容器には、赤い「船」が水面上で自在にあった。雨がやんだばかりだったから、すべての色は普段よりずっと鮮やかに見え、感嘆の言葉がまるで閉じた口
から引き出されたような感覚だった。その一瞬の感動は、僕なんかの文章力ではどうしても現せない。ただ「ああ」とか「うあああ」とか、馬鹿のようになった。写真をいっぱ
い撮ったが、本物の魅力をなかなか表現できない。だといって、今写真を見たとき、電流が体に流れたような感じだった。
　残念だが、そこですごした時間はあまりにも短か
った。将来時間があればぜひまた行こうとおもう。
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



京都　永遠の響き

2010.11.14

　南禅寺の後、また平安神宮と清水寺に行った。平安神宮で、弟と人力車に乗って道並みを見ていた。とても貴重な経験だと思う。そして清水の舞台から下を見たら、やはりど
ういっても跳びたくないな。
　京都のすべてについて書こうと思っていたが、やはり力が及べないな。ここで少し感想をまとめよう。
　今の日本の首都は東京でありながら、
わけがわからなく、日本人の心はまだ京都に留まっているような感覚がする。
　ここは、たとえ慎重に進んでもあっという間に歴史に踏まえてしまうというような町である。
　
ここの道には、数知らない物語があって、数知らずの英雄が歩いたのである。
　金閣寺で、僕と弟は鐘を鳴らした。そして、心の中の願いを、その悠長なる鐘の音に託した。
僕の願いは、第一、中国の家族と日本の家族が健康そして幸せであること。第二、中国と日本が永遠に平和で友好でいること。
　そしてその響きは、まだ聞こえる。
　いつで
も聞こえる。
　そんなに遠くないはずのある日、僕が再び京都を訪れ、またあの鐘を鳴らすだろう。
　そして、新たな響きも同じく、永遠に続いていくだろう。
　
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



京都旅行の写真

2010.11.30

　写真が遅くなりました
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



写真の送り方がわかった

2010.12.01

　ずっと前から写真を日記に付けたかったけど、ファイルがでかすぎて、なかなかできなかった。
　今日は寝ている時に、先生から電話が掛かってきて、それをする方法を教
えてくれようとしてたけれども、僕は頭があまりはっきりしていなくて、電話に出たくなかった。今考えると、「いと恥づかし」だね。先生にそんなに失礼していて、本当に申
し訳ない。
　まあ、とにかく、写真を送ろうか。
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



Space Battleship Yamato

2010.12.12

今日、はるばる多度津まで、ずっと楽しみにしていた宇宙戦艦ヤマトを観に行ってきたよ!本当にこれは傑作だ!ハリウッドで年間二百本も制作されるようなあんなハイテクで観
客の目をごまかすようなSF映画とは違い、観た後、心に何かがしっかりと残っているような、本当に美しく、素晴らしい作品だった。
　　でもこれを「日本初のSF映画大作」
っていっていいのかな。VFXは確かに素晴らしかったけど。宇宙での戦いのシーンはスターウォーズの影響がかなりあった。でもこの点は、今、この文章を書きながら思いかえ
しても、なんか似ていてイヤだなって、気分にはちっともならなかった。主人公の「唯一の身内」の、あのロボット、みかけはスターウォーズのR2D2にそっくりだってすぐに
思ったけどね。まあそれが欠点といえばいえるのかも。。。 俳優がよくないって聞いていたけれど、実際観たらそんなことなかったよ。有名な木村拓哉と西田敏行は素晴らし
い演技だった（西田敏行はメインキャラではないけれどね。でも実力派俳優の存在感を存分に出していたよ！）
　　 ストーリこそが、この映画のすばらしいところだね。この
映画の感動は、一般的なSF映画の比じゃないよ。映画の三分の一は、泣きながら見てしまったしね。僕はそんなに感動屋じゃないのに、でも映画が始まって、昔聞いたアニメ
の主題歌と同じような、荘厳なオーケストラの演奏が始まったとたん、もう涙が沸き起こってしまった。（ヤマトは70年代に放送されたアニメで、僕はまだ生まれてなかっ
た。このEVAとGUNDAMとあわせて日本三大傑作アニメといわれる作品を僕は観たことはないんだ。でもこの作品と同名の主題歌が「20世紀日本の傑作100大歌曲のひとつ」
といわれていることは、この曲自身が素晴らしい曲なんだっていう証明だよ）。ラスト―シーンは、もう涙が止まらなかった。真っ暗な映画館のなかでは、他のたくさんの観客
の表情は見えなかったけれど、すすり泣きの声が聞こえ、僕一人だけじゃなく、みんなも同じように感動しているんだなって思ったよ。希望、勇気、選択、犠牲、映画で取り上
げられる永遠不変のテーマは、やっぱりずっと変わらず人々に感動を与えられるんだ。ひとつのSF映画作品が、こんなにもたくさんの人々に同じように素晴らしい感動を与え
られるなんて。
　　でも不満のある細かいところも書かなくちゃ。映画の中で、古代進役の木村拓哉がみんなの前で演説をした中で、「1945年4月、戦艦大和は希望の向かい
起航した」って言うセリフがあった。「大和」って、第二次世界大戦中の戦艦の名前だよね。第二次世界大戦の非正義性から戦争に使用した武器の名前などを、使用するのを禁
じたんじゃなかったっけ。（僕たちのあの変わり者の、化学の先生は、授業中に、いつも僕たちにまず、あやまってから「では話しますが」とはじめて、ゼロ戦や戦艦大和の化
学知識の応用などを話してくれた。「爆弾」って言葉をつかうときですら、まず僕たちにあやまってから授業を始めたのに）大和なんて日本でも有名な戦艦の名前だよね?それ
以外にも、自民族の名前を表すような名前を、また戦艦に命名するなんて?、でもストーリの中で人類の希望を託されたヤマトと第二次世界大戦末期、米国に自滅のごとく向か
って行く大和は、やっぱりあわない。この矛盾からくる思いが、この映画にも影響があると言わざるを得ないかな。この点がちょっと残念。（考えすぎかもしれないけ
ど。。。）
なにはともあれ、これは傑作といえる映画だよ！これまで、日本はあんなにすばらしいアニメ作品がたくさんあるのに、実写のSF作品の評判を耳にしたことがな
く、あんまりこの方面の技術はもっていないのかなって思っていたんだ。この映画を観てその答えがわかったよ。できないんじゃなくて、撮る気が、今までなかっただけだっ
て。。。
　　残念だけど、中国国家広電総局はこの映画を上映する気はないみたいだね。でも日本のみんなはぜひ観に行くといいよ。それから香港、アメリカ、イギリスの人
たちも、観られるかな。。。

邢 羽綸さんの日記



冬休みの思い出

2011.01.14

日記を書くのは本当に久しぶり。しかしそれは僕の生活に書くに足りるほどおもしろいことがなかったというわけではなく、単純に僕の怠け者根性が作用していただけであっ
た。何度もばあちゃんに「何で日記書かんの」といわれたけど、今日はじめてそれを実行したのは、僕の誤りに違いない。僕の日記が読みたかった人（ちょっと自信過剰か
も。。。へへへ）に気の毒であった。ごめんなさい！（知らずの間にただ謝る言葉がこんな長くなっちゃって。。。。OTZ）
　さて、ちょっと遠い記憶であるが、一応僕の冬
休みについてなんか書いておこう。
　冬休みというと、印象が一番深かったのは、ばあちゃんの長男とその家族の来日に違いないやろう。まあ、「来日」というのはちょっと
表現が悪いかもしれない。正確に言うと「帰国」だろう。あのおじさんは日本の〇〇会社のジャカルタ支社に勤めていて、家族と一緒にインドネシアに住んでいる。僕たちが冬
休みの状態であったとき、向こうでも同じく休みであったので、日本に帰ってきた。
　予定通り帰ってきたあの日は、絶対忘れられないと思う。庭から車が来る音を聞いて、
出ようと思ったとき、もうすでにある女の子が私のいた部屋に入ってきた。僕を見ても全然びっくりした顔もせず、あの年頃の子供が知らない人間に対してあるべきの恐怖がま
ったく感じてなかった。「すごく明るい子やな」と思うようになった。逆にこっちのほうが驚いたかも。。。
　急いで出たら、みんなが次々と入ってきた。ばあちゃんがしょ
っちゅう口にして、伝説のようなおじさん、電話で一度話したことがあり、思った通りにやさしかったおばさん、そして娘さんの三人が目の前にいた。
　あの三人の子は本当
に面白かった。一番上の人はみなみといい、中一で、二番目のなぎさは小五、そして一番下のはまだ小一のえみであった。あの三人は意外ほど陽気であったが、初めて僕に話し
てたときはやはり少々不安が感じたかもしれなかった。けど凄い速度で結構しゃべるようになってきた。とくになぎさはまるで小鳥のようにしゃべり続けた。
　みなみについ
て、ピアノがうまいってばあちゃんからいっぱい聞いた。夜のわりに、みんな温泉から帰ってきたらすぐピアノに沈んだ。うわさどおりの上手さであった。ずっといつか合奏し
ようと言ってたけど、最後までできなくてすごく残念だった。とは言って今年の４月にまた帰ってきて、そして日本で定住するようになるので、これからまた機会があると思
う！（私は下手なんやけど。。。。）
　一番下のえみも面白い子であった。テンションが高くて、いつも走り回ってた。
　彼たちが帰ってきた次の日、みんなで大阪に行っ
た。子供たちはUSJに行きたいと言ってたので、その近くに泊まってた。ばあちゃんの親戚の子、あーくんという小学生、そして弟の勇気と三人がひとつの部屋だった。
　そし
てまた次の日の朝、USJの中に入って、楽しい一日を過ごしてた。SHREKとTERMINATORの４D映画がもの凄く楽しかった。そしてJURASSIC　PARKを主題にしたアトラクシ
ョンには絶叫してた。。。普通の遊園地でよく見られるアトラクションはここでよく知られる映画の主題をつけられると、その楽しさが倍増するような気してた。
　けど、こ
こにちょっとした心配があった。関東のディズニーランド、関西のユニバーサル、どっちでもそれぞれの地元のイメージの一部分になってしまったといっても過言ではなかろ
う。しかしよく考えると、この二つのテーマパークはどちらでもアメリカ合衆国の文化産出物である。日本とは、決して想像力と創造力が貧乏な国ではない。だといってみんな
がこんなに楽しんでいるのはまさかほとんど自分の作り出したものではない。それぞれのテーマパークには、いろいろ日本人ならではのものが見えている。たとえば、無欠なる
サービスとか、超細かいところまで完璧を求める工夫の深さなどに、いろいろ感心したのである。だといって、そのフレームの部分としては、アメリカ文化の元素をそのまま使
っている。このようなテーマパークは、日本人だけじゃなく、世界各地の観光客を迎えている。もともとこれを日本文化を宣伝する好機としてよく利用するはずだったのに、結
局アメリカ文化の広がることに大きく貢献した。これを、非常に残念なことだと思っている。日本の流行文化はともかく、伝統文化のなかでもいろいろ世界の注目を浴びてるも
のが結構多いと思う。これを把握して、自信を持って自分の道を開いたらいいんじゃないかと思う。これについて日本はもういろいろな領域で成功しているけど、凄く国のイメ
ージの作成に役に立ち、消費を大量に産出させるエンタテインメント産業でも、日本の活躍がもっと見たい。
　話は遠くなっちゃった。ここで戻りましょう。。。
　そして寒
いけどものすごく寒かった一日を終えた後、直接バスに乗って家に帰ってきた。
　おじさんの家族と、いっぱいいい思い出を作り出した。４月また会えるときを、楽しみにし
ているんだ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜終＞
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



広島：フラッシュバック

2011.02.02

広島に来て、たくさんの知見を得た二日目。
　世界的な知名度から言えば、この広島は３位からはくだらない都市であろう。
　
　とはいえ広島の名がこれほど広く知れ渡った
のも決して喜ぶべき理由からではない。1945年8月6日、人類史上最も暑い朝が始まった。広島はずっと続くと思われていた静かで普段と変わらぬその日を迎えた。そして広島
は決してなくなることのない名をあたえられた――世界初の原爆投下を受けた都市として。この名は広島にとってとても重い名だ。広島は世間から、いたずらに同情を集めるこ
と、そして有意無意にかかわらず偏見を受けること、また陰に隠れたもしくはあからさまな嘲笑を受けることもを望んでいない。広島はもう影の部分から脱したのかもしれない
が、今日までその傷痕をひきずっている。これからもずっとそれがなくなることはないであろう。この傷跡を残した空間で、広島はすさまじい不幸を経験した老人となり、当時
の悲痛な声の叫びは耳を離れることはない。
　広島での初日、このテーマに沿ったアニメ作品を観た。ある小学生が運動会で、家族みんなの記念写真をとろうとした時、車い
すに乗ったおばあさんがそれを拒否したという話だ。小学生の孫はなぜだかわからなかったけれど、後になってその理由を知ることのなる。おばあさんが中学生のとき、空襲が
激しくなったため家族が疎開をすることになった。引っ越す前に、家族みんなで記念写真を撮ることにしたのだ。でも翌日に広島に原爆が落とされ、おばあさんだけは生き残っ
たけれど、他の家族は全員死んでしまった。写真を撮ったカメラマンが幸いにも手元に残った写真をおばあさんに渡すのだ。おばあさんはこの写真を家族との最後の思い出とし
ていつまでも大事にしていたが、この写真を撮った後、家族をすべて失ったのだと、その後は家族で写真を撮ることをずっと拒み続けてきた。最後に孫はおばあさんの写真をみ
て涙を流しながら、決して戦争はもうおこすまいと心に誓うのだ。
　ありきたりともいえるストーリー展開かもしれないが、何も言えなくなってしまった。子供向けにつくら
れた画面で、こんな残酷なことを表現している、心に強く訴えてくるものがあった。
　ずっと周りの人たちから戦時中の日本人の悪事について聞かされ、すべての日本人は残
虐非道な輩ばかりなのだと、日本人にも被害者はいるだろうが、それは当然の報いなのだと聞かされてきた。しかしきのこ雲によって一瞬にして奪われた一つ一つの魂たちは、
生きているときはみな家族がいて、自分の生活があり、それぞれのささやかな夢を抱えて生きていたのだ。彼らも僕たちと同じように感情があり、同じように泣いたことも、笑
ったことも、感動したこともあるのだ。こんなすさまじい苦痛は彼らが何かをした報いによってうけたことではない。個人のせいではなく戦争によって、人類が創り出した最大
級の悲劇によってもたらされたものだ。戦争は善良な人間ですらも悪魔に変えてしまう、かつての同級生、友人、家族すらも手にかけてしまう。人のいちばんデリケートな部分
すらも何も感じなくさせ、麻痺させてしまう。
　今日、また自分たちの五感で広島に投下された原子爆弾の凄惨さを経験した。爆心地近くの平和記念公園を参観した。広島市
は平和というものを享受していないが、自らのつらい体験を通して現在の平和というものを強く訴えかけている。何も考えていなかった人々にも訴える力を持っている。広島は
世界の平和主義者として、そして核兵器廃絶への提唱者としての聖地となっているのだ。
　まずは被爆者の話を聞いた。彼女は当時爆心地より離れたところにいたので命は助
かったのだという。しかし彼女の父親は、何も遮るものはない場所で大量の放射性物質を帯びる瓦礫の中で彼女を探し続けたため、被爆してしまったのだ。そして彼女と過ごし
た１年後に発病し亡くなった。それでも、被災後１年は親子で過ごせたまだ幸せなケースなのだといわずにはいられない。
　次の話は、多くの人に訴える話だろう。自分もこ
の話を思い出すたびに、恐怖と堪えがたさにさえなまれる。でも一人でも多くの人に当時のことを知ってもらうためあえてそのつらさを乗り越えてここに書くことにする。
　
「原爆が投下された後、強烈な光が空と地上を覆った。そして家屋がおもちゃのようにたおれ、瓦礫が体の上に降ってきて、全く動けなくなってしまった。生き残ろうという本
能で、なんとか脱出できた人もいる。でも抜け出した後、街の光景をみてわが目を疑った。あんなににぎやかだった街が一瞬にして何もなくなってしまった。真っ青な空は不気
味な灰色で覆われ、あちらこちらで火の手が上がっていた。でも本当の恐怖はこれから始まった。周りじゅうが重いやけどや傷を負った人々であふれていた。足がねじれてしま
っている人や、足や腕の骨がむき出しになっている人もいた。歩いている人も腕から皮膚がだらりと布のようにぶら下がっていた。普通に歩いているのでは傷口がすれて激痛が
走るので、両手を前に突き出して歩いているのだ。黒こげになった赤ん坊を抱いている母親、死んだ母親のもとに走りよるもの、母が死んだ子供たちはお互い抱き合って泣き叫
んでいる。重度のやけどから脱水症状になり、あちこちから水を求める声が上がっている。しかしこの状態で水を与えると精神的には落ち着いてもショック死する危険性がある
と軍医から禁止されていた。とはいっても見るに見かねた人々は軍医の目を盗みそっと、これらの人々に水を与えていたのだ。しかし水を飲んだものも飲まなかったものも、結
局は次々と死んでいく。ならば死ぬ前にせめて水を、と水を与えたのだ。のどがかわいて川に飛び込んだものは流れに巻き込まれておぼれて死んでいった。人も動物も一緒に死
体が積み上げられ、川をびっしり埋め尽くした。生き残った人々は近くの森で救助活動が始まり、途中、内臓や目が飛び出したり、頭のない死骸を踏まずによけて歩くことがで
きなかった。。。。。。。。」
公園内の噴水はずっと水が止まることがないのだとか。水を求めて死んでいった人々の魂を 慰めるためにつくられたものだそうだ。
　核のもた
らした不幸は爆撃によるものだけではない。生き延びた人も、何年かのうちに次々と亡くなっていった。もしくはずっとその後遺症に苦しんでいる。
　「折り鶴の少女」佐々
木貞子さんは２歳の時に被爆した。その後はずっと普通の生活を送っていたが、中学生の時に白血病を発病した。原因は10年以上も前の原爆だ。彼女は生きる希望を捨てず、
たくさんの鶴を折って、願いを託した。最後にはこの世を去ってしまうのだが、彼女の物語とその精神はずっと受け継がれている。僕たちもいつか自分の手で折った鶴を彼女の
像の前にささげたい。
　 原爆資料館では被爆者の娘さんがボランティアとして話をしてくれた。「ずっと広島の人々は被害者であるという意識を抱えてきました。でも広島に
も戦争に対しての責任があります（当時軍としての機能もあったので）。しかし、軍施設を攻撃するために、子供たちまで殺す必要はなかったはずです。たしかに、これは日本
が始めた戦争です。日本が犯した過ちです。でも戦争にはだれが間違いであるという区別はありません。戦争は戦争であって、殺人は永遠のテーマです」
　当時原爆の死者は
日本人以外にも、強制労働や移住してきた韓国人や中国人もいた。特に韓国人が多かったのだとか（死者のうち多くの割合を占めている）。記念公園には韓国人の死者のための
慰霊塔もたっていた。
　原爆死者の慰霊碑の前には７万人の身元不明者の遺骨が埋まっている。そこで僕は手を合わせ、死者の冥福を祈った。そしてこの地球上でまた同じ悲
劇を永遠に繰り返さないようにも願った。
　被爆者の言葉の中に「平和の原点は、やさしさと相手を思いやる気持ちです」というのがあった。
　記念公園ではたいまつの火が
燃えている。この火は世界中の核兵器がすべてなくなるその時まで燃え続けるのだ。僕たちの世代からそのまた次の世代へと、ずっと「やさしさと思いやりの気持ち」をつた
え、慈みの雨で、いつかはこのたいまつの火を消せる日が来ることを願っている。
　きっとその時、亡くなった魂たちも微笑むことができるだろう。

邢 羽綸さんの日記



修学旅行だと思ったら。。。

2011.02.12

　もう一週間ほど過ぎたけれど、学校の修学旅行について少しでも書こう。
　出発する日は研修から帰ってきた直後の日だったので、正直に言うと少々しんどかった。出発す
る時間が早かったに加えて、中間研修の楽でゆったりした状態からすぐ大手前のきっちりして紀律のある雰囲気にあわせるのは本当に難しかった。
　しかしそれはただ始まり
に過ぎなかった！修学旅行だと思って、実は厳しい修行だった。
　初日のほとんどは宇治ですごした。宇治の町の感じは結構すぎだった。５円玉にのってる国宝の平等院を見
てきた。残念なことに、あまりきちんと見る時間がなくて、今になってその形さえあまり思いつけなくなった。いつかもう一度いこうと思う。
　
　続いて、源氏物語ミュージ
アムを見学した。「橋姫」という映画を見た。音楽は結構震撼的な感じだったが、内容はさっぱりわからなかった。
　今度泊まったところは、あの有名な延暦寺のなかの「延
暦寺会館」というところだった。行く前には先生からいろいろ怖い話を聞いたが、意外にきれいだった。
　午前５時前起床して座禅に行くのは大変だった。あの国宝の根本中
堂で座禅の体験ができるのは本当にすばらしかったと思うけれども、まさに露天で血液が凍るほど寒かった環境のなかでソックスを脱いでじっと座るのは意外に苦しかった。宇
宙自然との統一を求めることより、寒さとしびれのほうがぼくの頭を占拠してた。。。
　
　結構印象に残ったのは、会館で食べた精進料理だった。動物性の食材を一切使わな
くてもそこまで、ほんとうにおいしいともいえるほどの味にすることができたことには感心した。ひとつだけ気に入らなかったのは、あそこのうどんだった。やはり讃岐に住ん
でいる人はほかのところのうどんが食べられなくなる。。。
　二日目と三日目はほとんどスキーの学習をしたが、あまりできなくて恥ずかしかった。
　今度の旅は中国にいた
ときの「軍事化訓練」よりも厳しかったと思う。旅行に不可欠なゆったりさが全然なかった。けど先生の方々も一緒に苦しんでたので文句言うはずがない。逆に自分の精神力と
紀律感が訓練されて、いい旅になったと思う。
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



音楽批評１

2011.02.22

今日は丸亀市民会館まで、ここのところで初めてのコンサートに行ってきたよ！
全体的にはまずますの出来だったな。１００点満点中、８０点ってところかな。
　まず１曲目
は、チラシには「バレエ音楽」と載っていた曲。作曲者はショパンだ。初めて聞いた曲だし、いろいろこの曲に関することも調べたけれども、さっぱり情報がみつけられなく
て、一体どんな曲なんだろうって思っていた。今日、会場でパンフレットをみてやっとこの曲が、他の人がショパンの有名な曲をオーケストラの演奏用に編曲したものだってわ
かったよ。しかも「バレエ」まで付け加えてね。オケの演奏はなかなかよかったよ。マズルカ舞曲の演奏も素晴らしかったし。バレリーナも本格的な人で、良い舞台になってい
た。あえて欠点を挙げれば、バレリーナの衣装がありきたりな今っぽいもの過ぎたこと。この作品がつくられた時にはストーリー的なものを重視していたと思う（詩人だった
ら、きっとショパンが森の中で妖精と恋に落ちる話にするはずだ)物語を付け加えるためのものだったとしても、この広い舞台と「標準的な」バレエ衣装としてはあまりあって
いなかったと思う。それと、演奏メンバーの音楽センスはいいのに、ステージの入退場のタイミングが悪かった。あまりにもさっさと退場しちゃって、演奏が素晴らしかったの
にちょっと残念だったよ。バレリーナとオケのタイミングの打ち合わせがあまり出来てなかったのかな。観客もフライングで拍手をしてしまって、ちょっと雰囲気を壊しちゃっ
たね。オケの演奏もよかったけど、あまりよく合っていなかったかな。それが残念だったよ。
　２曲目はプロコフィエフのよく知られている童話をモチーフにした交響曲「ピ
ーターと狼」だ。全くのオリジナルどおりに演奏をしていた。全体的にはよかったけれど、これも残念な点が。まず、ピーターのメインテーマはバイオリンで演奏されるけれ
ど、他の弦楽器で演奏するほうがあっているんじゃないかな。次にバイオリンでピーターのテーマを演奏してからビオラの演奏が始まるんだけど、このときバイオリンの伴奏が
あまりよくできてなかったと思う。メインのテーマを押し殺しすぎてたよね。
　 ３曲目はコルサコフの「スペイン奇想曲」。この曲の一番の特徴はたくさんの楽器の独奏が
次々とおこなわれること。交響曲の中では伴奏として使われることの多いハープですらsoloがあるんだ。曲はいい出来だった。曲のラストのサビの部分を繰り返すところと、ク
ラリネットの独奏は特にすばらしかった。でもこれも残念なところを挙げれば、まず、曲の初めのサビが終わった後、次の楽章に入るとき、そのコントラストがあまりはっきり
していなかった。曲調を完全に演奏しきれているとはいえなかったね。次に主席バイオリニストの出来がよくなかったこと。はじめのバイオリンのsoloで連続して弦をはじく部
分があるけれど（パガニーニの「時計」なんかでよく使われる演奏法だ）しっかりできていなかった。弓と弦の触れる感じがあまりよく把握できていなくて、弦をはじくのも
「できたりできていなかったり」でよくなかったな。それと２楽章のsoloのラストもよくなかった。でも盛り上がりの部分はすごくよく演奏出来ていたけれどね。
　アンコー
ルはチャイコフスキーの「くるみ割り人形」から、「花のワルツ」を（会場で指揮者が曲名を告げたときはよく聞き取れなくて、作曲者名とワルツ音楽としかわからなかったん
だけど。家に帰ってから調べたんだ）。ハープ奏者の演奏は申し分なかった。その他に関しては、僕自身、この曲をあまり知らないので評価はしづらいな。
　
　全体的には、
弦楽グループ（バイオリン主体の）の高音演奏時に、乾いた音になりすぎるので、チェロをかぶせてみるのもいいかも（僕もよくわかってないから、勝手なことを言ってる
よ）。それと、指揮者が僕的にはあまり気に入らなかった。まだ若い指揮者だったけど、ちょっと生意気で、話し方も司会者とタメを張れるぐらいだったしね！
　今日の作品
はどれもわかりやすいものばかりだったけれど、来週のはちょっと難解そうだ。しっかり予習していかなくちゃ。

邢 羽綸さんの日記



祈り

2011.03.13

　東日本大震災により現在多数の死傷と経済の損失が出ている。テレビの映像を見たらまるで自分がその場にいるような感じで、心から苦しんでいる人のために悲しんでいる。
天災を目の前にする時こそ人類の精神の輝きが見える。普段日本についていろいろ文句言っていた人々も日本に対する祝福を表している。これを見て感動した。
　残念なが
ら、今日、クラスメートの一人が地震に対して信じられないほど不適な発言をした。外国人でありながらものすごく腹立っていた。このような考えは本当にやめてほしい。同情
心のある人間の考え方だと思えない。
　日本の国は、現在世界中の注目を浴びている。みんな日本の人々のために心配して祈っている。僕もただその中の一人である。地震の
中日本人が示した強さと素質も世界を感動させた。日本という偉大な国よ、我慢してください！災難の終わる時がきっと来るから、それまで頑張って下さい！
これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記



瀬戸愛楽のモーツァルト「レクイエム」

2011.03.14

今日車で、はるばる高松までコンサートに行ってきた。こんな時に「コンサート」だなんて、ちょっとへんなかんじだ。曲目はモーツアルトが最後に作った曲「レクイエム」
だ。何か月も前から決まっていた演目だけれど、こんな時にそれが上演されるなんて、なんだか運命の皮肉を感じる。
　
演奏はさすが瀬戸内愛楽、すばらしいオケだった。声
楽のsolo部分では、４人の日本国内で活躍する声楽家たちが歌い上げた。合唱では、僕たちの学校の先生も参加して、香川県出身の声楽家たちで結成されていた。
　
　演奏前
に、震災で亡くなられた方々に哀悼の意を示し、１分間の黙とうがささげられた。
モーツァルトの「レクイエム」は14のパートからできている。でも前半一部分だけがモーツ
アルト本人の作だ。他は別の人によって完成された。モーツアルトのレクイエムは本人のために書かれた曲になった。
　モーツアルトの遺体は今でもどこにあるか確認されて
いないのだとか。モーツアルトは、いわゆるみんながよく知る「音楽の神童」とは別の姿を持っていたかもしれない。モーツアルト自身が音の化身だ。３５年の短い生涯の中
で、他の人々が一生かかってやっと成し遂げられるほどの傑作を次々と生み出していった。さらに寿命があったとしても、残りの人生を平平凡凡に過ごしていく必要はなかった
のだろう。彼の魂と肉体は、すでに音字体になり、死後何百年もの間、人々に感動を与え続けている。そして自身の終わりの時を、この曲を持って迎えたのだろう。この悲しみ
は、数百年の時を軽々と越えてしまう。そして時を経てもかわらず、多くの人々の胸を打つのだ。
　
　初めて生でこの作品を聞き、心が震えるほど感動した。合唱とオーケス
トラが観衆を包み、純粋な悲しみと残酷なまでの美しさが会場中にあふれていた。指揮は情熱的でありながら理知を失わず、この曲を完ぺきに演奏仕上げた。当日の観客は音楽
に対する造詣も深い人々で、曲と曲の合間におこる拍手も余計なものはなく、曲の雰囲気を壊すことがなく、１時間余りにわたる演奏が終わった時、解放されたかのようにわっ
と拍手が沸き起こった。
　地震で亡くなられた方々の魂が、安息を得られますように。

邢 羽綸さんの日記



朝日、変わらぬ

2011.06.26

（僕がある作文コンクールに参加して、こんな文章を書きました。）

日本というのは、私と結構つながりが深い所である。

学校の日本語クラスに入った以来、私は個人あるいは中国の高校生を代表して、短期または長期に三回にわたって日本を訪問したことがある。その中で一番長かったのは、香川
県で過ごした、七ヶ月間の留学生活である。こういう、私にとって特殊な意味がある国に何か言ってもらいたいと言われたら、しゃべってしゃべって止まらないことが普通であ
ろう。しかし日本が静かに私の目の前に立って私がゆっくり話すのを聞こうとしている現在、私は意外と黙ってしまった。長年の親友が相手になんか話そうと要求されたら、絶
対微笑みが固まって、相手の顔をしばらくの間にじっと見つめて、そしてまた思いっきり笑い出してしまう。逆にその質問を出した人は気づかないまま自分の顔に何かついてい
ないか確認することになってしまう。私の状況はこの場面とそっくりである。

この笑い声の中には言葉で言い切れない口で表現しなくてもちゃんと届くメッセージが溶けている。その中で一番きれいに輝いているノートを見出せと言われると、それは絶
対、「日本、自分のことを信じてください」であると思う。

何遍もあった日本での勉強、生活、観光そしてずっと続いてきた日本に対する研究の中で、私は日本人の心の世界を少しでも認識できるようになったと思う。その中でとても特
殊なひとつの方面は日本人が自分自身と外部にある世界に対する見方である。これはものすごく奇妙な、もともとまっ逆であったはずの二つの見解が完璧に融合して作り上げた
集合である：日本人は自分の身分をすごく光栄に考えている一方、身の回りの人、自分の命を支えてくれた日本列島、そして日本国の未来に外国人である私も納得できない消極
的な考えを持っている。

日本人の不自信はまず彼たちの脆い安全感によく現れてくる。日本は治安の優劣と社会に顕在または潜在である不安定な状況が存在しているのかを第一標準とする「世界平和国
家ランキング」で二位も占めているけれど、日本人の心は完全な安心状態からまだ遠そうに見える。彼たちはまだ結構気をつけている。

私が日本に留学していた間のホームステーのホストファミリーの家の各ドアと窓に「防犯カメラ作動中」というしるしがつけてあり、家族は実には存在していない安全装置でか
かってくるかもしれない犯人を撃退しようとしているらしい。そして、たとえ家族全員が家にいるときでも、すぐ鍵をかけることを緊急任務のように実行することを習慣にして
いる。私が通っていた高校でも、先生たちは意外な状況が発生するのを防止するように、体育の授業の前に生徒たちの貴重品をすべて集めていた。

しかし一方で、こういう国の中で、狙われるのを心配もせずに、世界でダントツ一番多い自販機が室外に「堂々」と置かれている。多くのところの駅で、乗車券の確認は完全乗
客の自覚によるほど緩い。そして部屋のドアの鍵は簡単すぎて、形式上なものにしか見えない。

長年日本に生活する韓国人作家の文章を読んだことがある。彼が自分の取材ノートと財布を電車に忘れた後、この二つのものはどうやって変わらずに彼の手に戻ったかを語って
いた。彼は日本人の友達が自分の物語を聞いてみんな目を丸くして不思議だな、と叫んでいたと書いた。

日本よ、どうして自分のことを信じませんか。

 

東京ディズニーランドと大阪のUSJの中の、日本人の笑い声の真ん中にいてたが、私はあることを考えざるを得なかった。学ぶことが得意な日本人は、どうしてアメリカのモー
ドを取り入れて、自分の文化をもっと「派手」な風に全世界に売ることができなかったのか、ということだった。東京ディズニーランドの評判は本場のアメリカのランドにも負
けない。日本人の、教科書にもなれる管理制度と、世界の模範だといっても過言でない素敵なサービスは、東京ディズニーをその高さまで押した。アメリカ人はホーリーウッド
とディズニーをうまく利用して彼らの価値観を世界のある限りのコーナーまで広がることに成功した。日本、あなたもできるではありませんか。

その同時に日本人は、自分の手には十分自信を持って輸出できる文化資源があるのいうことに気づくはずである。日本のアニメと漫画はすでに、今現在、そしてこれからも世界
各国の子供たちのために鮮やかな夢を織り、イスラームを信仰している国でも熱く受けられていると聞いている。刀を持つ侍、黒い月の下で潜行する忍び、これらについて語る
とき、人々は顔が赤くなるほど興奮するようになる。特に欧米の人にとって、この東方の神秘感を持っているシンボルたちはいっそう魅力的である：ニューヨークのメトロポリ
テン博物館を見学に行ったとき、記念品商店で古代日本の将軍の模様がつけてあったTシャツはすごくすかれたと発見した。

日本人はパナソニック、ソニー、トヨタ、また任天堂を使って世界中の消費者を征服したが、市場に導入した文化はまだ一つ一つのピースに過ぎない。

日本よ、どうして自分のことを信じませんか。

 

そのほか、納得できないことはもう一つある。日本人の持っている、自分の国の未来に対する相当悲観的な見解である。日本にいたとき、「日本の経済はもうだめだ」「日本は
もう終わりだ」という言葉がよく耳を刺していた。作家の伊坂幸太郎は小説＜魔王＞の中のキャラクターの口を通して、「日本なんか、すぐにやられる」と嘆いた。日本人が
「日本は大丈夫だぞ！」と叫びたいとき、その言葉がなにかの原因で喉に詰まってしまう。

しかし忘れてはいけないのは、日本は三十年も続いてきた不景気を経験し、一人あたりのGDPがアメリカの一点五倍だったときの栄光も帰ってこない。しかし電子製品、精密機
械、汽車製造を命脈とする経済構造は頼りになれる。その上最近日本の経済はいい方に発展するしるしを見せている。いつかはきっとこのもう長すぎる冬から踏み出せる。

日本よ、どうして自分のことを信じませんか。

 

邢 羽綸さんの日記



私は金閣寺の前にて三島由紀夫が描いた「至上なる美」を吟味したことがあり、富士山の上で北斎の絵の中の墨の跡になったこともある。大阪城の下でその大きな炎のまだ残っ
ている熱により火傷する危険を体験したことがあり、屋島でその飛んできた矢をぎりぎりに避けたこともある。銀座でそのまさか一瞬で完成した神話に驚嘆したことがあり、東
大寺で精霊のような鹿の目に映りだした、千年の悠久を読んだこともある。

日本は止まらず、人に発見とサプライズを与えるところである。

　唯頭の上にある朝日が、変わらずに輝いている。夏でも、冬でも、晴れでも、雨でも。日本よ、自分のことを信じてください



婆ちゃんの中国旅行

2011.06.26

　中国に戻ってきてから三ヶ月も経った。

　先週三ヶ月ぶりに、婆ちゃんに会った。中国まで旅行に来た。場所は同じ遼寧省の大連市だった。家族三人そろえて会いに行った。

　大連の町は僕の町である瀋陽と結構近いと言えるが、僕も初めてだった。婆ちゃんの泊まっていたホテルは、管理も何でも日本風。言うまでもなく、泊まる人もほとんど日本
人だった。

　婆ちゃんから美しい羽子板と、かわいい人形と、いろんなお菓子をもらった。そして大手前のみんなが書いてくれた寄せ書きをも持ってきた。みんなの言葉をみれば、その一
人ひとりのことが目の前に浮かんできた。それを一生重宝する。

　婆ちゃんといろんなところで食事をして中国の食べ物を体験させた。味の薄いものが好きな日本人に好かれてもらえるか心配してたが、「おいしい」という、まさに音楽みた
いな言葉をよく聞いた。

　そして車でちょっとまわっていっしょに町を見た。星海広場というところがあったが、瀋陽ではあまりよく見られないような広い芝生があってすごくきれいだった。婆ちゃん
も結構喜んでたらしい。

　そんで地下の商店街とデパートで買い物もした。

　時間が短かったけど楽しかった。特に久しぶりに婆ちゃんに会えたことにものすごく興奮してた。

　婆ちゃんは十月にまた中国にくると言った。そのときもっと中国の多元性を楽しめたらいいな！そしてまた機会があったら是非瀋陽まで来てほしいな！

　日本での留学生活は僕にとってまさに昨日のことのように感じた。日中交流センターの先生たち、大手前学校の皆さん、そして何よりホストファミリーの皆さんのことを思い
出せばいまでも涙が湧き出さんとする。

　そのすべてが、僕の一部分となって僕を伴うだろう。

　日本から戻って来たが、その人々とのつながりは破らない。ある意味で言うと、彼たちとの物語は始まったばかりなんだ。いっしょに新たな一歩を踏み出しただけだ。

　また日本に行くとき、その親愛なる人々とそのときからこそ始まる物語を語ろう。

　

　

これは日本語で投稿されたものです

邢 羽綸さんの日記
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